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AIを活用したアダプティブな対話式 ICT 教材の開発と提供を行う株式会社すららネット（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長：湯野川孝彦）は、国内外の外国にルーツを持つ人たちが

就労・留学・生活に必要なレベルの日本語を楽しみながら習得できる ICT 教材「すらら にほん

ご」を新たに開発、2023年春より随時提供開始します。 

国内外での日本語学習に対するニーズの高まりとそれに伴う社会問題化を受け、すららネッ

トでは新コンテンツで新市場の参入と同時に社会課題解決を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高まる日本語学習需要の一方で、教員不足などによる学びの質が課題 

誰でもどこでも正しく体系的に日本語が楽しく学べる ICT教材で課題解決に挑む 

日本に在留する外国人は約 296 万人、外国人労働者数も約 173 万人と過去最高（１）となってい

ます。新たな在留資格として「特定技能」が創設され、日本における就労機会が増大しました。

また、「日本語教育の推進に関する法律」も施行された結果、国内の日本語教育環境の整備が進

んでいくことが予想されます。 

一方海外においても、日本語学習者数は増加しており、日本のアニメや文化に対する関心、ビ

ジネスや就職にあたっての必要性など、学習の動機も多様化しています。 

 このような状況下において、国内外の日本語教育は、日本語教師の人材不足や教務力のばら

つき、充実した教材や教育機会がないなどの課題も抱えています。 

 たとえば、日本語教育（日常会話ができない、学習活動に支障が生じている）が必要とされ

る日本在住の外国人児童生徒は 5万人以上（※2）おり、日本語指導に必要な受け入れ態勢が整備さ

れている地方自治体は 52.6％で、このうち日本語指導で ICT を活用しているのは３割、7 割は活

用していないという実態があります。 

 

 

ゼロからわかる！就労・留学・生活に必要な日本語習得 ICT教材 

「すらら にほんご」春よりリリース 

すららネット、国内外の日本語学習市場に参入 

 
 



 
 

すららネットが開発・提供する ICT 教材は、ゼロから誰でもわかるアニメーションキャラクタ

ーによるレクチャー機能と、AIを活用したアダプティブなドリル機能、テスト機能を装備し、楽

しく学び続けられることが特長です。国内のみならず、インドネシア、フィリピン、スリランカ、

エジプトなどでも海外版を展開しています。 

すららネットでは、これまでのコンテンツ開発のノウハウを活かし、誰でもどこでも、正しい

日本語を体系的に楽しみながら学べる ICT 教材「すらら にほんご」を開発、提供を開始します。 

まずは、日本語能力試験（JLPT）のいちばんやさしいN5レベルからリリースします。「すらら 

にほんご」は、自分のペースで日本語を学べ、日本での就労・留学・生活に必要な日本語の習得

を実現します。 

開発においては、株式会社 JQC（本社：東京都中央区、代表取締役会長：小柴正浩）、1987年

創立で長年の日本語教育の実績をもつ日本語教育専門校アルファ国際学院（東京本校：東京都千

代田区、理事長：梶浦淳代）の協力を得て、専門的知見に基づいた ICT教材による日本語学習を

可能にしました。 

 ※1 出入国在留管理庁「外国人材の受け入れ及び共生社会実現に向けた取り組み」（令和 5 年 1 月更新） 

※2 文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受け入れ状況に関する調査（令和 3 年度）」      

 

すららネットが開発するからこその特長が満載 

ゼロからわかる、できる、楽しい！日本語が必ず使えるようになる！ 

すららネットの ICT教材のコンテンツは、常に「わからないをなくす」ために何をしたらいい

かを追求しながら開発されています。これまでの一貫した開発信念とノウハウを活かした日本語

学習コンテンツには、大きく 5つの特長があります。 

 

①日本語の知識ゼロの状態でも、文字・語彙・文法の基本から応用まで一貫した学習 

日本語能力試験に対応したコース

設計で体系的に知識がつながるよう

に構成しています。自然な会話を通

して日本語文法を無理なく学習、語

彙と文法をセットで学習することで、

使い方を覚えながら語彙を増やすこ

とができる、文字を書いて練習でき

ることで、一貫した日本語学習を可

能にします。 

 

②スモールステップで「わかった」をつみあげていく 

１つ新しい知識を習得したらすぐにアウトプットする。このスモ

ールステップの学習を繰り返すことで、確実に日本語の知識を定着

させます。また、レクチャーの後に続く練習問題の量も多く、バラ

エティに富んでいます。時間を選ばず、自分の理解度に合わせて学

習を進めることができるのも、大きな魅力の１つです。また、自分

のペースで理解度に合わせて進められるので、わからないまま進む

ことを防ぎます。 

 

③アニメのキャラクターによる正しい日本語でのレクチャー 

アニメーションキャラクターによるレクチャー機能は、日本で活躍している声優のナレーショ

ンによる授業なので、聞き取りやすく、正しい日本語の発音に触れることができます。  

 

④3か国語に対応した翻訳機能で学習者の母語が画面上に表示 

「すらら にほんご」は、現時点では英語、インドネシア語、カンボジアのクメール語の 3 か

国語に対応しています。今後状況に応じて対応言語を増やしていくことも予定しています。学習

※現在開発中のため、実際の画面仕様とは異なる場合があります 
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画面上には、翻訳機能で母国語が表示されます。また、ドリル機能での学習時には、解説部分も

一部母国語で表示されるので、安心して学習を進めることができます。 

 
⑤努力や到達度を可視化、ゲーミフィケーション要素でモチベーションを保つ仕掛け 

「すらら にほんご」には、学習時間や結果

でランキングが出たり、学習到達度によって

日本のデジタルアイテムを手に入れることが

できたりするなど、日本語学習に対するモチ

ベーションを維持するためのゲーミフィケー

ション機能も搭載し、楽しみながら学習を継

続できます。また、学習者の進捗や学習到達

度がわかりやすく表示される学習管理画面も

搭載し、指導者は、生徒一人ひとりに合わせ

て適切なアドバイスをすることが可能です。 

 

新コンテンツで日本語学習市場に参入、新たなチャネル開拓も 

ニーズへの対応が社会課題の解決につながる 

すららネットでは、「すらら にほんご」の開発により、海外では中等教育機関、送り出し機

関など、国内では小中学校、日本語学校、特定技能の資格を持つ外国人を受け入れる企業等、日

本語学習市場に参入し、新たなチャネルの開拓を行っていきます。 

日本語学習機会の需要は海外のみならず日本国内でも高まっていますが、日本語教員不足や教

育の質が社会問題にもなっています。経済や地域など様々な格差による教育格差をなくすため、

事業で社会課題解決に取り組んでいる当社では、この事業を軌道に乗せることで、社会課題の解

決につなげていきたいと考えています。 

 

 

■株式会社 JQC（本社：東京都中央区、代表取締役会長：小柴正浩） 

カンボジア日本技術大学の運営により介護人材を育成するほか、介護施設のコンサルティング・

プロデュースを行っています。外国人の日本での就労や生活支援のサポートなども手掛けていま

す。 

 

■アルファ国際学院（東京本校：東京都千代田区、理事長：梶浦淳代） 

1987 年の創立の日本語教育専門校。「最高の教育による真の国際人の育成」を理念とし、4,000

人以上の日本語教師を養成し、国内はもちろん、英国・アメリカ・アジア・南米など世界中に送

り出しています。ロンドン、バンコク、ネパールに海外直営校を運営し、グローバルな展開をす

る唯一の民間日本語教育機関です。 

 

■株式会社すららネット 
すららネットは、「教育に変革を、子どもたちに生きる力を。」を企業理念とし、AIを活用したア

ダプティブな対話式 ICT 教材「すらら」と「すららドリル」を、国内では 約 2,500校の学校、

塾等 33 万人を超える児童生徒に提供しています。全国の公立学校、有名私立中高、大手塾での

活用が広がる一方で、発達障がいや学習障がい、不登校、経済的困窮世帯を含む生徒に学習の機

会を提供するなど、日本の教育課題の解決を図ることで成長を続け、代表的な EdTech スタート

アップ企業として 2017年に東証マザーズ（現東証グロース市場）に上場しました。 

https://surala.jp/ 
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